
令和７年１０月１日（水） 

於：防災センター、道路公園サービス事務所資機材倉庫 

都市整備部建築課 

 

令和７年度 目黒区応急危険度判定模擬訓練 

次 第 

 

14:00 集合・受付 

14:00‐14:05（5） 課長挨拶 

14:05‐14:10（5） コーディネーター紹介 

14:10‐14:30（20） 訓練内容説明 

14:30‐14:40（10） 資機材倉庫へ移動 

14:40‐15:10（30） 

判定演習 

・判定調査表の作成 

・ステッカーの作成及び掲示 

・住宅地図色塗り 

15:10‐15:20（10） 防災センター（３階活動室）へ移動 

15:20‐15:30（10） 休憩 

15:30‐15:45（15） 演習結果説明、質疑 

15:45‐15:55（10） 

結果報告 

① チーム集計表の作成 

② 班長集計表の作成 

③ 判定調査表など記入した資料をコーディネーターへ

提出 

④ コーディネーターより判定調査表返却 

15:55‐16:00（5） 総括 

 







応急危険度判定にあたっての説明資料 

 

１ 被害想定 

（１）令和７年１０月１日（水）午後２時００分に、東京都都心南部を震源とする直下地震（マ

グニチュード 7.3）が発生し、目黒区では震度 6 弱を観測した。区内全域で、電気・水

道・ガス等ライフラインの途絶、家屋の倒壊といった深刻な被害が発生しており、区で

は、目黒区災害対策本部を立ち上げ、被害状況の情報収集に努めるとともに、参集指定

職員が各地域避難所に参集し、避難所開設の準備を進めている。同時に、被災建築物応

急危険度判定の実施を決定した。 

 

２ 判定対象 

（１）※道路公園サービス事務所資機材倉庫を被災建築物と見立て、判定してください。 

（２）判定対象は住宅とし、併用住宅・共同住宅を含みます。敷地内の車庫などの付属建物は

対象としません。ただし、必要に応じ隣接建築物としての影響を考慮してください。 

（３）公営住宅や企業の社宅等は対象といたしません。 

（４）高層集合住宅は、１０階未満建又は高さ３０ｍ以下を対象とします。 

 

３ 判定における注意事項 

（１）判定作業は、危険な場所に近づかない等、無理な活動はしないでください。 

（２）判定は、調査表に基づき、客観的に実施してください。 

（３）外観調査をお願いします。なお、住民から内部調査を依頼されたときは、「被害が大き

く、１件の調査に時間を割けない」旨を説明して極力お断りしてください。 

   ※【注意】本訓練では、鉄骨部材を確認するために、被害写真を内部に掲示しておりま

すが、実際は外観調査のみとなります。 

（４）ＲＣ造かＳＲＣ造か判断できない場合は、８階建以上はＳＲＣ造としてください。 

（５）ＲＣ造の損傷度については、判定手帳を参照の上、判断しますが、調査する階の柱又は

壁の直下に損傷度Ⅳ以上のものがある場合は、その柱又は壁の損傷度も同じ損傷度（Ⅳ

かⅤ）とします。 

（６）住民から質問があった場合は、応急危険度判定手帳を参考にするなど、誠実に対応し、

依頼については記録してください。 

（７）現地で判定以外の業務を求められた場合、丁寧にお断りしてください。 

 

４ 調査報告 

（１）※判定終了後の集合時間は、１５時２０分、報告場所は、防災センター３階活動室（応

急度判定訓練実施本部）です。 

（２）判定結果を整理し、コーディネーターに報告してください。 

（３）判定が終了しない場合にも、無理せず、集合時間までにお戻り下さい。 

（４）集合時間に戻れない場合は、実施本部に連絡して下さい。（今回は訓練ですので連絡は

不要です。） 

 

 ５ 被災地の状況等 

（１）被災地の状況（危険区域、火災発生地域、救助活動区域等） 

（２）気象情報 （気温、風速、降雨等） 

（３）余震情報 （震源地、震度等） 

（４）判定実施区域周辺の情報 （避難所の位置、被災住民への情報等） 

目黒区応急危険度判定実施本部（下記連絡先は目黒区建築課） 

電話：０３－５７２２－９６４７ メール：kentiku04@city.meguro.tokyo.jp 



 
 

令和７年度 目黒区被災建築物応急危険度判定模擬訓練 

実施概要 

 

１ 建物概要 

建物名：中央町アパート 

住所：目黒区中央町一丁目１０番４号 

構造：鉄骨造２階建て、地下無し 

 

２ 模擬訓練手順（裏面参照） 

 （１）道路公園サービス事務所資機材倉庫を判定対象とします。 

（２）下記注意点を参考に、判定調査表を作成してください。 

（３）判定結果をもとに、判定ステッカーを所定の場所へ貼ってください。 

（４） 結果を住宅地図へ色付けしてください。 

（５）（２）～（４）の判定演習を終わらせ、１５時２０分までに判定実施本部（防災セ

ンター３階活動室）へ戻ってください。 

（６）チーム集計表を作成してください。（※今回は、各個人を１チームとします。） 

（７）班長集計表を作成してください。（※今回は、各個人が班長とします。） 

（８）作成した資料一式を担当コーディネーターへ渡して報告してください。 

   （判定調査表、住宅地図、チーム集計表、班長集計表） 

 

３ 注意点 

（１） 移動は防災センターと資機材倉庫の往復のみとし、判定中は対象建物敷地から出

ないでください。 

（２） 内部にある資機材には触れないでください。 

（３） 構造躯体の損傷は、下記に従い判定してください。 

 建物内部から、掲示している写真をもとに判定してください。写真の掲示が

ない柱・梁は無被害です。 

 腐食はありません。 

（４） 落下・転倒危険物および外装材の被害状況は、下記の通りとします。 

 屋外階段にわずかな傾斜があります。 

 外装材は目地の亀裂程度で落下の危険はありません。 

 その他による落下・転倒の危険はありません。 

（５） 損傷度の判定は、判定マニュアルＰ35～又は判定員手帳Ｐ35～をご参照ください。 

 

 

（裏面：案内図） 



 
 

 

周辺図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資機材倉庫 配置図・判定順路 

目黒区防災センター 

N 

防災センター方面 

判定対象建物 

ステッカー掲示場所 

被害写真掲示場所 

※室内の外周面 

入口 

N 



 

対象建物住宅地図 

 
令和７年度判定対象建築物 

  住居表示：目黒区中央町一丁目１０番４号 

 

 

  

対象建築物 



鉄骨造建築物の応急危険度判定調査表 
 

整理番号 中央町 1-10-4    調査日時 10  月  1  日 午前・午後  2 時  調査回数   回目 
調査者氏名（都道府県／No）             （      ／         ） 

              （      ／         ） 
建築物概要        
１ 建 築 物 名 称   中央町アパート       1.1 建築物番号       4        
２ 建築物所在地     中央町 1-10-4         2.1 住宅地図整理番号      37      
３ 建 築 物 用 途 1.戸建て専用住宅  2.長屋住宅  3.共同住宅  4.併用住宅  5.店舗  6.事務所 

7.旅館・ホテル  8.庁舎等公共施設  9.病院・診療所  10.保育所  11.工場  
12.倉庫  13.学校  14.体育館  15.劇場、遊戯場等  16.その他（      ） 

４ 構 造 形 式 1.ラーメン構造  2.ブレース構造  3.プレファブ  4.その他（      ） 
５ 階   数 地上 2 階  地下  階 
６ 建 築 物 規 模 １階寸法 約ア  15  ｍ×イ  5.5  ｍ 

 
 
調査 調査方法：（1.外観調査のみ実施   2.内観調査も併せて実施） 
１ 一見して危険と判定される。（該当する場合は○を付け危険と判定し調査を終了し総合判定へ） 
1. 建築物全体又は一部の崩壊・落階 2. 基礎の著しい破壊、上部構造との著しいずれ 
3. 建築物全体又は一部の著しい傾斜 4. その他（                ） 

２ 隣接建築物・周辺地盤等及び構造躯体に関する危険度 

 Ａランク Ｂランク Ｃランク 
①隣接建築物・周辺地盤の破壊による危険 1. 危険無し 2. 不明確 3. 危険あり 
②不同沈下による建築物全体の傾斜 1. 1/300 以下 2. 1/300～1/100 3. 1/100 超 
③建築物全体又は一部の傾斜    

 傾斜を生じた階の上の階数が１階以下の場合 1. 1/100 以下 2. 1/100～1/30 3. 1/30 超 
 傾斜を生じた階の上の階数が２階以上の場合 1. 1/200 以下 2. 1/200～1/50 3. 1/50 超 

被
害
最
大
の
階( 

階) 

④部材の座屈の有無 1. 無し 2. 局部座屈あり 3. 全体座屈あるいは著しい局部座屈 
⑤筋違の破断率 1. 20%以下 2. 20%～50% 3. 50%超 
⑥柱梁接合部及び継手の破壊 1. 無し 2. 一部破断あるいは亀裂 3. 20%以上の破断 
⑦柱脚の破損 1. 無し 2. 部分的 3. 著しい 
⑧腐食の有無 1. ほとんど無し 2. 各所に著しい錆 3. 孔所が各所に見られる 

危険度の判定 1. 調査済み 
 全部Ａランクの場合

（要内観調査） 

2. 要注意 
Ｂランクが３以内の

場合 

3. 危険 
 Ｃランクが１以上又はＢランク

が４以上 
 

３ 落下危険物・転倒危険物に関する危険度 

 Ａランク Ｂランク Ｃランク 
①屋根材 1. ほとんど無被害 2. 著しいずれ 3. 全面的にずれ、破損 
②窓枠・窓ガラス 1. ほとんど無被害 2. 歪み、ひび割れ 3. 落下の危険有り 
③外装材 湿式の場合 1. ほとんど無被害 2. 部分的なひび割れ、隙間 3. 顕著なひび割れ、剥離 
④外装材 乾式の場合 1. 目地の亀裂程度 2. 板に隙間が見られる 3. 顕著な目地ずれ、板破壊 
⑤看板・機器類 (   ) 1. 傾斜無し 2. わずかな傾斜 3. 落下の危険有り 
⑥屋外階段 1. 傾斜無し 2. わずかな傾斜 3. 明瞭な傾斜 
⑥その他（ 塀・門扉  ） 1. 安全 2. 要注意 3. 危険 

危険度の判定 1. 調査済み 
 全部Ａランクの場合 

2. 要注意 
 Ｂランクが１以上ある 
場合 

3. 危険 
 Ｃランクが１以上ある 
場合 

 
総合判定 （調査の１で危険と判定された場合は危険、それ以外は調査の２と３の大きい方の危険度で判

定する。） 
１． 調査済（緑）    ２．要注意（黄）    ３．危険（赤） 

コメント（構造躯体等が危険か、落下物等が危険かなどを記入する。） 
 
 
 
 

 

集計欄は数字で記入 

 Ｓ 
整理番号 

  
 

建築物番号 
 4 

住宅地図整理番号 
 37 
  

3 3 
  

4 1 
地上 2  階 
地下 レ 階 
ア 15 ｍ 
イ 5.5 ｍ 

 
調査方法 

 1 
 

1 レ 
 

 
①  
②  
③  
 被害最大の階 

  階 
④  
⑤  
⑥  
⑦  
⑧  

 
判定 

  
 

  
 
① 1 
② 1 
③ レ 
④ 1 
⑤ 1 
⑥ 2 
⑦ 1 

判定 
 2 

 
 

   総合判定 

  
 

コメントは判定ステッカーの注記と同じとする。 

 
 
 
 
 
Ｓ 

 

造 

中央町 1-10-4 



目黒区

住所　　　　　　　　　　　　　　　　丁目　　番周辺 チーム名

調査済み
（緑）

要注意
（黄）

危険
（赤）

調査戸数

木造　　　　　
（内：付属屋）

　　　　　　（戸）　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　（　　　　　　　）

　　　　　　（戸）　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　（　　　　　　　）

　　　　　　（戸）　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　（　　　　　　　）

　　　　　　（戸）　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　（　　　　　　　）

鉄骨造　　　
（内：付属屋）

　　　　　　（戸）　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　（　　　　　　　）

　　　　　　（戸）　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　（　　　　　　　）

　　　　　　（戸）　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　（　　　　　　　）

　　　　　　（戸）　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　（　　　　　　　）

RC造　　　　
（内：付属屋）

　　　　　　（戸）　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　（　　　　　　　）

　　　　　　（戸）　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　（　　　　　　　）

　　　　　　（戸）　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　（　　　　　　　）

　　　　　　（戸）　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　（　　　　　　　）

その他　　　　
（内：付属屋）

　　　　　　（戸）　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　（　　　　　　　）

　　　　　　（戸）　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　（　　　　　　　）

　　　　　　（戸）　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　（　　　　　　　）

　　　　　　（戸）　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　（　　　　　　　）

計　　　　　　
（内：付属屋）

　　　　　　（戸）　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　（　　　　　　　）

　　　　　　（戸）　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　（　　　　　　　）

　　　　　　（戸）　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　（　　　　　　　）

　　　　　　（戸）　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　（　　　　　　　）

　　　備考　　　（特記すべき事項を記入してください）

所属
(都道府県)

調査者氏名

令和７年度　目黒区防災訓練

応急危険度判定　チーム集計表

チーム提出書類
　1.チーム集計表
　2.住宅地図
　3.判定調査表



計

調査済み
（緑）

要注意
（黄）

危険
（赤）

調査済み
（緑）

要注意
（黄）

危険
（赤）

調査済み
（緑）

要注意
（黄）

危険
（赤）

調査済み
（緑）

要注意
（黄）

危険
（赤）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

　　　　　　　　丁目　　番周辺

　　　　　　　　丁目　　番周辺

住所
○丁目△△番周辺

　　　　　　　　丁目　　番周辺

　　　　　　　　丁目　　番周辺

日にち

チ
ー
ム

RC その他

班

令和７年度　目黒区総合防災訓練　応急危険度判定　班長集計表　　　　班　班長氏名　.　　　　　　　　　　　　　　 .

W S

備考　特記すべき事項等

　　　　　　　　丁目　　番周辺

　　　　　　　　丁目　　番周辺

　　　　　　　　丁目　　番周辺

　　　　　　　　丁目　　番周辺

　　　　　　　　丁目　　番周辺

計

　　　　　　　　丁目　　番周辺



鉄骨造建築物の応急危険度判定調査表 
 

整理番号 中央町 1-10-4    調査日時 10  月  1  日 午前・午後  2 時  調査回数   回目 
調査者氏名（都道府県／No） （日付 4 桁＋チーム名） （      ／         ） 

              （      ／         ） 
建築物概要        
１ 建 築 物 名 称   中央町アパート       1.1 建築物番号       4        
２ 建築物所在地     中央町 1-10-4         2.1 住宅地図整理番号      37      
３ 建 築 物 用 途 1.戸建て専用住宅  2.長屋住宅  3.共同住宅  4.併用住宅  5.店舗  6.事務所 

7.旅館・ホテル  8.庁舎等公共施設  9.病院・診療所  10.保育所  11.工場  
12.倉庫  13.学校  14.体育館  15.劇場、遊戯場等  16.その他（      ） 

４ 構 造 形 式 1.ラーメン構造  2.ブレース構造  3.プレファブ  4.その他（      ） 
５ 階   数 地上 2 階  地下  階 
６ 建 築 物 規 模 １階寸法 約ア  15  ｍ×イ  5.5  ｍ 

 
 
調査 調査方法：（1.外観調査のみ実施   2.内観調査も併せて実施） 
１ 一見して危険と判定される。（該当する場合は○を付け危険と判定し調査を終了し総合判定へ） 
1. 建築物全体又は一部の崩壊・落階 2. 基礎の著しい破壊、上部構造との著しいずれ 
3. 建築物全体又は一部の著しい傾斜 4. その他（                ） 

２ 隣接建築物・周辺地盤等及び構造躯体に関する危険度 

 Ａランク Ｂランク Ｃランク 
①隣接建築物・周辺地盤の破壊による危険 1. 危険無し 2. 不明確 3. 危険あり 
②不同沈下による建築物全体の傾斜 1. 1/300 以下 2. 1/300～1/100 3. 1/100 超 
③建築物全体又は一部の傾斜    

 傾斜を生じた階の上の階数が１階以下の場合 1. 1/100 以下 2. 1/100～1/30 3. 1/30 超 
 傾斜を生じた階の上の階数が２階以上の場合 1. 1/200 以下 2. 1/200～1/50 3. 1/50 超 

被
害
最
大
の
階(

１
階) 

④部材の座屈の有無 1. 無し 2. 局部座屈あり 3. 全体座屈あるいは著しい局部座屈 
⑤筋違の破断率 1. 20%以下 2. 20%～50% 3. 50%超 
⑥柱梁接合部及び継手の破壊 1. 無し 2. 一部破断あるいは亀裂 3. 20%以上の破断 
⑦柱脚の破損 1. 無し 2. 部分的 3. 著しい 
⑧腐食の有無 1. ほとんど無し 2. 各所に著しい錆 3. 孔所が各所に見られる 

危険度の判定 1. 調査済み 
 全部Ａランクの場合

（要内観調査） 

2. 要注意 
Ｂランクが３以内の

場合 

3. 危険 
 Ｃランクが１以上又はＢランク

が４以上 
 

３ 落下危険物・転倒危険物に関する危険度 

 Ａランク Ｂランク Ｃランク 
①屋根材 1. ほとんど無被害 2. 著しいずれ 3. 全面的にずれ、破損 
②窓枠・窓ガラス 1. ほとんど無被害 2. 歪み、ひび割れ 3. 落下の危険有り 
③外装材 湿式の場合 1. ほとんど無被害 2. 部分的なひび割れ、隙間 3. 顕著なひび割れ、剥離 
④外装材 乾式の場合 1. 目地の亀裂程度 2. 板に隙間が見られる 3. 顕著な目地ずれ、板破壊 
⑤看板・機器類 (   ) 1. 傾斜無し 2. わずかな傾斜 3. 落下の危険有り 
⑥屋外階段 1. 傾斜無し 2. わずかな傾斜 3. 明瞭な傾斜 
⑥その他（ 塀・門扉  ） 1. 安全 2. 要注意 3. 危険 

危険度の判定 1. 調査済み 
 全部Ａランクの場合 

2. 要注意 
 Ｂランクが１以上ある 
場合 

3. 危険 
 Ｃランクが１以上ある 
場合 

 
総合判定 （調査の１で危険と判定された場合は危険、それ以外は調査の２と３の大きい方の危険度で判

定する。） 
１． 調査済（緑）    ２．要注意（黄）    ３．危険（赤） 

コメント（構造躯体等が危険か、落下物等が危険かなどを記入する。） 
梁端部の破断や、柱にも著しい損傷が見られ、床が落ちる可能性もあり危険です。 
屋外階段もわずかに傾斜しているため、注意してください。 
 

 

集計欄は数字で記入 

 Ｓ 
整理番号 

  
 

建築物番号 
 4 

住宅地図整理番号 
 37 
  

3 3 
  

4 1 
地上 2  階 
地下 レ 階 
ア 15 ｍ 
イ 5.5 ｍ 

 
調査方法 

 1 
 

1 レ 
 

 
① 1 
② 1 
③ 1 
 被害最大の階 

 1 階 
④ 3 
⑤ レ 
⑥ 3 
⑦ 2 
⑧ 1 

 
判定 

 3 
 

  
 
① 1 
② 1 
③ レ 
④ 1 
⑤ 1 
⑥ 2 
⑦ 1 

判定 
 2 

 
 

   総合判定 

 3 
 

コメントは判定ステッカーの注記と同じとする。 

 
 
 
 
 
Ｓ 

 

造 

中央町 1-10-4 

赤字：解答例 
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